料理屋の 勘定書が 抉 や 紙屑籠から 出て 来た 時 



…… 女の手 紙 か、 又は、 女の手ら しい 男 名前の 手紙 

が 来た 時 …… 

…… 近所の 行きつ けの 床屋で 髪 を 莉られ なか つ た 時 



…… 会社の 近くの タ クシ ー で 帰られなかった 時 …… 

…… どこかに 女の 髪 毛が くっつい ていた 場合 (御自 

分の かも 知れない と 思われた 時で も 念のため) …… 

…… 御主人の 着物に、 新しい、 違った 畳み 目が 付い 

ていたと き …… 



亡 
人 
を 



と 



と ラ. 


： ム ： 


： み 


さ ； 


、 _ . . 




； に 


れ ： 



御主人が 忘れ物 を 発見しながら、 強いて 探そう 

なかった 時 …… 

お帰りに なると、 すぐに 御主人が グ— グ— とお 

なった 時 …… 

違った 香水のに おいが する 時 …… 

鼻紙 や ハンカチが お出かけの 時のと 違って いた 

履物に キ レイな 砂が つ い ていた 場合 …… ェ トセ 

… ェ トセ トラ …… 

ろが 或る時の こと、 ォ クサ マが お 友達の 若い 未 

訪問され ました 序に、 この 話 をされ まして 「主 



人 は イクラ 打っても 小突いても 平気な のです よ。 まる 

で 良心の ない 人間み たように 二 コ 二 コ している もんで 

すから、 あたし は、 なおの 事 腹が立って 腹が立って… 

;」 と サン ザンに 泣いて 訴えられ ますと、 未亡人 はつ 

つまし やかに 溜め息 を 洩らしながら コンナ 忠告 をされ 

ました。 

「それ は 貴女が 男の 方の 気持ち を まだ ホン トウに 御存 

じない からです よ。 お 話の 通りなら ば、 あなたの 御主 

人様 は、 まだ 一度 も 茶屋 遊び をな すった 事が おありに 

ならない のです よ。 ただ 貴女からの 小突かれ あんばい 

が、 何ともい えずよ くて よくて たまらないで おいでに 



性 全体の 頭の ョサを 超越して 行きつ つ ある …… 日に 日 

に シカゴ 化し …… 巴 里 化し つ つ ある …… 

という 事 を マダム はハ ッ キリと 感じて おられました- 

ですから マダム は 昔風の 指紋 や 足跡 式の 探偵 を 応用 

して、 主人の ポケット ゃ袂を 探る ような ャボな 手段 を 

決して 採られませんでした。 そうして 最も あたらしい 

…… 恐らく 未来の 探偵 界を 支配す るであろう ところの 

心理的な 探偵 方法 …… 所謂 第三 等の 訊問 法 以上に 合理 

的な、 且つ 高等な 訊問 方法 を 用いて、 御主人の 隠れ 遊 

びの 有無 を 一 々的確に 探知され るので した。 

すなわち マダム は、 もっとも 優れたる 心理 表現の 観 



この辺の 機微に 通じて おられました マダム は、 です 

からまず 御主人に 惚れる 事 を 中止され ました。 つまり 

御主人に どのように 親切に されても ポ— ッ とならず、 

ドンナに 御機嫌 を 取られても スッ カリ 嬉しがらない 稽 

古 をされ ました。 これ は マダムに とって は 最も 困難な 

お 稽古と 考えられて おり ましたが、 それでも とうとう 

一生懸命で 成功され ました。 いつも スマァ して、 ニコ 

ニコした、 しなやかな 心で 御主人 を 迎えられる ように 

なりました。 

ところで マダムの 御主人 は、 いつも 夕方の 五 時 ごろ 

(それ は 御主人の リファイン された ァ タマで 撰定 され 



た、 最も 適当と 認められる 時間) にお 帰りになる ので 

したが、 出迎えられた マダム は、 いつも 待合の 仲居 か、 

ホテルの ボ ー ィ のように 無 感激に …… しかも 上品に ス 

ラスラと 御主人の 身の まわりのお 世話 をされ ました。 

そうして 御主 人からの お 尋ねが ないかぎ り、 クダ クダ 

し い 家事 向き の 事 なぞ はコ レン バ カリ も 話されずに、 

やはり 二 コ 二 コし ながら 夕飯の 御 膳に さし 向われる の 

でした。 

その 間に は タッタ 一 つの 技巧し かありませんでした。 

…… スマァ して 二 コ 二 コし ている …… という 無技巧 

の 技巧 …… 



の 頭 を 撫でた くな つたり …… 

…… 妙な ところで 咳払いが 出かかった リ …… 

… … 留守中の 出来事 を 尋ねら れ る 言葉 づ かい や 声の 

調子が、 どうしても わざとら しい 切り口上 になり かけ 

たり …… 

…… マダムの 話 をき かれる 態度 や、 相槌の 打ち方が、 

い つもよりも すこし 熱心 過ぎたり …… 

…… お茶 碗 を 差し出しながら、 思わず 態度 を 勿体 

ぶった リ …… 

…… 「ああ 美味かった」 という 言葉のお しまいが け 

が、 いつもよりも 心 もち 感傷的に 響いたり …… ETC 



ETC 

マダム は、 しかし それでも、 やつば リス マァ して、 

ニコニコして おられる のでした。 それでいて こうした 

御主人の 心理的な 変化 を、 極めて 隅々 の デリ ケ ー トな 

ところまで 見逃がさずに 見て取られる のでした。 そう 

して、 その 冷静な、 すきとおった 判断に かけて、 ィョ 

ィョ 間違いがない と 思われる と、 やっぱり スマァ して 

ニコ 二 コ した ままお 膳 を 下げて、 お湯に 這 入られる の 

でした。 

マダムの 湯 上りのお 化粧 は、 そんな 晚に 限って 特別 

に 濃厚に、 一 種の 暗示 的な 技巧 を 凝らして； n 上げられ 



ちに、 マダム はとうと うその 御主人 を 完全に 征服して 

しまわれました。 無技巧の 愛 を百パ ー セントに 占領 さ 

れる ことにな りました。 

けれども その 御主人 は、 それから 二三 年 経つ うちに 

神経衰弱に かかって 世 を 早められました ので、 マダム 

は 賢夫人の 名の 下に 沢山の 財産 を 受け 嗣 がれる 事に な 

りました。 

マダム はこの ごろ、 こんな 事 を 考えられる ようにな 

られ ました。 

I 妾の せいじゃなかった か 知らん。 男っても の は 

時々 他所へ 泊ら せない と、 いけない もの かも 知れない」 
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